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19th Chitose International Forum 
on Photonics Science and Technology (CIF19) 開催報告 
 
CIF19 組織委員会 
 
2018 年 10 月 21 日、22 日の両日、千歳タウンプラザ 1 階ホールならびに本学において、
恒例の Chitose International Forum (CIF19) が開催された。昨年に引き続き 2 部構成とし、初
日は本学が昨年度より提唱している「スマート ネイチャー シティちとせ」構想に基づいた
市民向け集会を千歳タウンプラザで行い、二日目は、光科学／工学を基礎とする「ホトニク
スバレー構想」の一環として開学以来継続的に開催されている光科学技術関連に重点を置
いた国際研究フォーラムを本学会場において開催した。 
初日の市民向けの集会では、これからの「持続可能な新しいまちづくり」を切り口として、
参加者のみなさんが新しい発想でまちづくりを考える機会を提供するという観点から 1 件
の特別講演と 3 件の招待講演、最後にそれに続くパネル討論会を行った。具体的には、まず
特別講演として、NPO 法人産学連携推進機構理事長の妹尾堅一郎先生より、「グローバルな
視点」から、産業技術や社会制度の変化を俯瞰し、その視点からまちづくりの発想が重要で
あることを述べて頂いた。続いて招待講演では、野村総合研究所の上級コンサルタント小林
庸至氏より、「評価者の視点」から、そして森記念財団普及啓発部長の礒井純充氏より、実
際にコミュニティづくりに携わっている「当事者の視点」から、最後に千歳市長山口幸太郎
氏より、「行政の視点」から、それぞれ、地方都市が持続的に成長を遂げ、住民の満足度を
高めていくための取り組むべきポイントについて述べて頂いた。その後、引き続いて上記４
名の講演者による「千歳の特性を活かしたまちづくりの可能性」をテーマとしたパネル討論
会を行った。座長は本学学長川瀬正明が努めた。参加者は約 90 名であったが、その中には
千歳市民はもとより千歳市議員や市役所職員も多く見受けられ、今後のまちづくりに対す
る発想の多様化・意識の向上に貢献できたのではないかと考える。また、本学が掲げる「ス
マート ネイチャー シティ構想」に基づく活動状況もポスター展示として併設することに
より、市民への認知度向上にも貢献したといえよう。 
 
  
 
講演する妹尾堅一郎先生（左）と山口幸太郎千歳市長（右） 
 
2 日目の国際研究フォーラムでは、会場を大学に移し、魅力ある持続可能なまちづくりに
向けて、AI や IoT 等最新の科学技術はどのように貢献できるのかをテーマとして、国内外
で活躍する多様な技術分野の研究者を招聘して、最新の技術動向ならびにそれを活用した
持続的な地域発展・環境保護への適用に関する研究成果について、1 件の基調講演と 3 件の
招待講演を発表していただくことで、まちづくりにとっての科学技術の役割を考える機会
を提供した。具体的には、基調講演として、スタンフォード大学の山本喜久先生より、量子
暗号技術を中心に今後の社会におけるセキュリティ技術の重要性について述べて頂いた。
また、招待講演として、千葉大学の劉浩先生より、ドローン技術を活用した環境保護活動へ
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の適用について、株式会社デンソーの上田成一郎氏より、スマートな社会を形成する上で近
年注目を集めている自動運転技術の最新動向について、そして C-Republic の赤間世紀先生
より、今後の情報化社会でますます重要度を増す Big Data や AI について述べて頂いた。 
引き続き行われたポスターセッションでは、特に技術分野を絞ることなく、学生らが最新
の研究成果も含めて発表する場としている。ポスターセッションでは 27 件の発表があり、
本学の大学院生および学部学生に加え、旭川高専からの参加者がそれぞれの研究について
発表し、講演していただいた研究者らと意見交換を行った。2 日目の登録参加者は約 50 名、
学生を含めた聴講者はピークにおいて約 150 名であった。今回特筆する点として、ポスター
セッションのポスター賞の選定にあたり、本学学生が作成したアプリが実運用されたこと
である。内外の審査担当者から大いに好評を博した。作成を指導した本学曽我教授に感謝申
し上げる次第である。2 日目の発表の詳細を以下に記す。なお、これについてはプロシーデ
ィングス（論文集）を刊行し、電子版を無償公開する予定である。 
 
Plenary session 
プレナリー-セッションにおいては、Impact（内閣府 「革新的研究開発推進プログラム」）
マネージャーを務める山本喜久スタンフォード大学名誉教授による「Coherent Ising Machine 
– Optical Neural Network operating at the Quantum Limit」の講演があった。そこでは、パラメ
トリック光増幅器と読み出し書き込み部を備えた光ファイバループに位相スクイージング
させた光パルス列を Qubit として周回させることでイジングマシン型の量子コンピュータ
ー（Dissipative quantum computer）が実現できることが紹介された。特に質疑応答では、実
現時期が見通せない量子ゲート型（Unitary quantum computer）に比べて、実用に近い段階に
あり、最適化問題などには有効であることが強調された。 
 
 
 
講演する山本喜久スタンフォード大学名誉教授 
 
Invited lectures 
 次に、千葉大学の劉教授から、「Owl wings could hold the key to noiseless drones」のタイト
ルの講演あり、バイオミメティクスの関連分野に関する最新状況が紹介された。フクロの羽
の形や構造によって、空気抵抗やノイズの削減の説明の後、羽から発生するノイズのメカニ
ズムを説明した。その羽の人工的なモデルを作成し、ドローンのナイズスペクトラムの変更
示した。さらに、一般のドローンの羽とバイオメメティクな羽のノイズの違いをビデオでし
ました。質問の時間に、この技術はドローンの開発だけではなく、風力発電の翼にも応用で
あると議論しました。 
続いて、デンソーの上田氏から、自動運転技術に関する最新の取り組み状況が紹介された。
自動運転を実現するためには、膨大な情報を瞬時に判断する必要があるため、ニューラルネ
ットワークや量子コンピューターなどの ICT 技術とそれを支える半導体技術が重要である
ことが紹介された。また、今後この分野を実社会に実装していくには、様々な企業とのコラ
ボレーションが益々必要となってくることが述べられた。 
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最後に、C-リパブリックの赤間氏から、ビッグデータと AI などの関連分野に関する最新
状況が紹介された．まずビッグデータの簡単な歴史と定義の説明の後，ディープラーニング
に代表される現在の AI に加え，量子コンピューターとの深い関連性が説明された．最後に
現在のビッグデータの限界として情報の不確実性などが扱えてないことが指摘され，それ
を克服する方法が示唆された． 
  
Poster Session 
ポスターセッションは第 2 日目の 15 時より 1 時間 30 分にわたって開催された。全 27 件
の申し込みがあり、本学関係が 18 件、他に旭川高専より 9 件であった。分野は例年通り本
学の領域の広さを反映して多岐にわたっており、多彩な内容が随所で活発に討議されてい
た。本学学生にとっても学外の研究者などと交流を持てた良い機会であったと思われる。 
本ポスターセッションにおいては以下に示す 3 件の発表に対し、ポスター賞が川瀬委員
長から授与された。 
 
 
 
ポスターセッションの一コマ 
 
P-10 
Development of new surface treatment technique for corrosion protection of Al alloy with dam-
aged 
Haruka Okuyama, Atsushi Hyono, Makoto Chiba and Hideaki Takahashi 
National Institute of Technology, Asahikawa College 
 
P-16 
Fabrication of firebrat’s scale mimicking surfaces using poly(dimethylsiloxane) plates 
Shun Uemura, Yuji Hirai and Masatsugu Shimomura 
Chitose Institute of Science and Technology 
 
P-25 
Methods for assessing bone quality using FTIR imaging 
Yuya Kanehira1, Teppei Ito1, Ryota Hara1, Yuki Imabata1, Masahiro Ota2, Masahiko Takahata2, 
Tomohiro Shimizu2, Hiromi Kimura-Suda1 
1 Chitose Institute of Science and Technology 
2Department of Orthopedic Surgery, School of Medicine, Hokkaido University 
 
  
